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メッセージ 

英語に限らず、使用頻度の高い基本語彙の多くは多義的であり、当該言語の非

母語話者にとってそれらの語を適切に使い分けることは容易ではありません。

どうすれば、多義語が効率的に習得できるようになるのでしょうか？ この疑

問に明確な答えを出したいと思ったのが、研究を始めたきっかけです。修士論

文では、多義語の語法を実証的に記述・分析する必要があると考え、コーパス

に依拠した語法研究を中心に取り組みました。しかしそれだけではなく、話者

がどのように事態を把握して、それを言語表現として表出させているか、認知

言語学的な視点から、言語使用の内在的なメカニズムの解明にも併せて取り組

む必要があると考えているところです。 
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